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(Repetitive Saliva Swallowing Test: RSST)，舌圧，開口量)と体幹四肢の筋肉量ならびに握力との関
連について，地域住民の高齢者を対象として検討したものである． 
その結果，筋肉量ならびに握力と，咀嚼，嚥下，開口等の様々な口腔機能との間に関連が認められ，
咀嚼・嚥下機能の低下から低栄養，サルコペニアへと至る負のスパイラルが形成される可能性が示され
た． 
また，特に握力は，筋肉量よりも多くの口腔機能と関連することから、高齢者に対し，歯科治療，特
に補綴治療を通じて口腔機能の回復を行う場合，治療前に握力の測定を行い，全身的な筋力の状態を把
握しておくことが，回復の程度を予測する上でも重要であることが示唆された。 
よって、本論文は，博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
